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事業指針１  業界のブレイクスルー：新製品開発による成長モデルの確立

・シンプルな技術によるコンパクトな装置
・遺伝子からタンパク質までの多種多様なバイオ
コンテンツに対応可能（Pendulum Strategy）
・定量性の高い検査データと低コストの装置に
よる新たな市場開拓を目指していきます。
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圧倒的なコストパフォーマンスの
実現を視野に入れた新製品開発

今後の製品開発イメージ

Pendulum

早期に臨床研究市場へ上市後に
許認可を得て臨床検査市場へ

•特定食物アレルゲン定量システム実用化支援
　（H21.5.29 プレスリリース）

特定食物アレルゲンの迅速・簡易定量システム
完成イメージ

現場で手軽に使えるシステム

７項目同時解析
ツール

試薬カートリッジ
●小型・簡易・高感度
DNA・RNA全自動
解析システム
（遺伝子関連）

Ａ）病院、小規模研究施設
ウイルス感染症、遺伝子検査を実施

B）がん、新診断手法への応用
（DNA、ウイルス、マーカー）の
遺伝子・タンパク相関解析への応用

C）食品、原材料の表示義務を一括測定

●全自動免疫測定システム
　（タンパク質関連）

抽出液

測定結果

･ 特定食物アレルゲンの迅速・簡易な定量法の開発が NEDO「SBIR 技術革新事
業」に継続採択（年間予算約５千万円）されました。前回の研究開発段階から、
今回は実用機を完成させて、食品事業者が比較的容易に導入できる、安価、
迅速及び簡易な特定食物アレルゲン定量システムの早期実用化を目指します。
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感染症
がん
アレルギー
甲状腺
小型動物免疫
マルチプレックス測定
食品アレルゲン

SNP（ヒト・多型）
新型インフルエンザウイルス
肝炎ウイルス

マーカー測定}
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事業指針２  既存事業の収益力強化：売上総利益の改善
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第 24期実績（第 23 期比較）

売上高（単位：百万円）

製品区分別販売状況（単位：百万円）

取引先別販売状況（H21/6期）

売上総利益率（単位：％）

405百万円増
（11.9％増）

2.7％減

利益率改善活動

・円高基調の影響

・利益率40%は確保!

1. 円高メリットを生かした海外調達による製造原価削減
・仕入れ価格引下げ交渉
・消耗品のPSSによる一括調達、業者へ支給
 （原材料価格高騰への対応としてスタート
    ⇒現在、価格下落+円高メリットが出ています。）

2. OEM取引先との契約条件（為替変動調整）の交渉
・OEM先との販売価格のほとんどにおいて、為替リスクを分
担できる契約条件内容への見直しを行いました。

第25期においても引き続き、品質改善と
原価コストダウンを視野に入れた活動を行
います。

70百万円増
（4.8％増）

売上総利益（単位：百万円）

25

1,5241,524

191191

510510

1,1451,145

976976

15

523523

102102

2,1842,184

自動タンパク質合成装置に関する製造委託契約を締結（H21.4.13 プレスリリース）
独自のタンパク質合成技術を持つセルフリーサイエンス
社との製造委託契約締結により、今期の量産販売による
売上貢献を視野に入れています。

その他
720百万円
（18.9％）

三菱化学
メディエンスグループ
223百万円
（5.9％）

キアゲングループ
1,276百万円
（33.6％）

ロシュグループ
1,582百万円
（41.6％）

バージョンアップ
DNA自動抽出装置が、
売上増に大きく貢献

H20/6期 H21/6期 対前期比
百万円 ％ 百万円 ％ ％

DNA自動抽出装置等 1,524 44.9 2,184 57.4 43.3
その他理化学機器 191 5.7 102 2.7 △46.6
その他製品 510 15.0 523 13.8 2.6
商品（プラスチック消耗品） 1,145 33.7 976 25.7 △14.8
その他営業収入 25 0.7 15 0.4 △39.6

合　計 3,397 100 3,802 100 11.9
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事業指針３  販売費及び一般管理費削減：最終損益黒字化
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第 24期（第 23 期比較）
営業利益改善額 399 百万円

+
事業指針2：売上総利益の改善額

70百万円 328百万円

第24期連結損益

営
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販売管理費内訳（単位：百万円）

（第 23期比較）

（単位：百万円）

（前期比399百万円増）

営業外費用（為替差損）
として44百万円計上
（前期比465百万円増）

研究開発活動を子会社UBR社へ集約
（H21.6.29　プレスリリース）

・オリジナルハードウェア技術を切り口としたシステムインテグレーションに特化
・今後はできる限り各分野の専門化集団と組む事により更なる研究開発活動の
効率化を図り、迅速な新製品の上市を目指します。
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第25期においてこれら３つの事業指針を徹底して行える体制の構築

更なる組織運営の効率化の為には、
創造性の高い研究開発活動に特化した組織の必要性

その他 69
研究開発費 110
減価償却費 114
人件費 36

合計328百万円内訳
対前期比削減額

対予算比133百万円減

（単位：百万円）

特別損失として投資事業組合
管理報酬返還金33百万円、法人
税等調整額67百万円（欧州子会
社より配当金受取方針）計上
（前期比474百万円増）
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